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２ 研究目的 

気温変動が植物の根を介して放射性セシウムを含む鉱物に影響を及ぼ

し、その結果として植物の吸収に与える影響を明らかにして気候変動に

よる放射性セシウム吸収変化のパラメーター化を行う。 

 

３ 研究内容及び実施体制 

①  植物栽培と元素吸収分析 

ダイズを用い、異なる温度環境での栽培を行う。安定セシウムを含

む各種元素の吸収に関して土壌溶液と植物体の解析を行う。 
（農学研究院） 

 

② 根圏の鉱物に含まれる元素動態解析 

根を含む状態で根圏土壌の元素動態の栽培環境による変動を解析

する。 
（工学研究院） 

    

４ 最終目標 

栽培条件のうち気温の違いによる放射性セシウム吸収の変動が明ら

かになる。同時に地下部の特に根圏での各種元素に及ぼす影響の解明

を通して作物の元素吸収に及ぼす気温の影響を示す。 

 

５ 期待される効果・貢献 

気候変動（温度上昇）による放射性セシウム吸収の変動が明らかにな

ることにより、被災地で利用可能な長期的な気候変動に対応した放射

性セシウム抑制に関する指針作成につながることが期待される。 

 
  



気候変動がもたらす植物による放射性セシウムの吸収変動の解明

目的：放射性物質によって汚染された農地での安全・安
心な農作物生産は長期的な対策が必要であるが、同時
に気候変動（温暖化）の影響を考慮する必要がある。

(Yin et al. Sci. Rep. 2020)

根の影響を強く受け
ている領域の元素動
態解析（北大工学院）

植物の栽培と土壌から植物への元素移動解析（北大農学院）

植物は根に光合成産物を積極的
に分配し、その一部が土壌に分泌
される

最終目標：気候変動による長期的な気温変動が植物による土
壌からの元素吸収に与える影響の解析手法を確立する。特に
セシウムの挙動に着目して、気候変動に対する作物の放射性
セシウム吸収パターンの変動を明らかにする。

（移行係数は土壌の放射性セシウムの
植物による吸収程度の指標）

研究内容：温暖化の影響は植物体地上部を通して、根および
根周辺の根圏土壌に強い影響を与えることから、植物によるセ
シウムなどの吸収に及ぼす影響と根圏土壌の鉱物中に含まれ
る元素動態を同時に解析する。

期待される貢献：現在の農
地における放射性セシウム
の移行抑制対策の気候変
動に合わせた精緻化に貢献
し、より安心・安全な農作物
を将来的に継続して作出可
能にする。


	令和3年度ロバスト公募研究概要様式（文と図）信濃.pdf
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